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男性更年期障害に対して脂肪幹細胞点滴投与を行なう治療法は、現在国内で

既に数箇所の医療機関で行なわれており、脂肪幹細胞点滴投与自体は国内で 50

箇所程度行なわれている。また、各疾患において幹細胞投与の臨床研究もおこな

われている。研究としては、男性更年期障害として現れる疾患に対して文献が存

在し、血管系に関する疾患の細胞投与としては、Cardiovascular Therapeutics 

28 (2010) 380–385において、心筋梗塞に対して動脈から骨髄由来幹細胞を投与

して安全性及び効果を確認している。また慢性腎臓病に対して、Kidney Res Clin 

Pract 2019;38(2):176-185において、脂肪幹細胞投与の安全性が確認されてい

るところである。骨髄由来幹細胞と脂肪由来幹細胞では由来が異なるが、類似し

た性質もあり、むしろ投与した周囲の環境の影響が細胞にとって大きいとの報

告もある。 
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